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二
〇
一
九
年
二
月
九
日
に
逝
去
さ
れ
た
大
濱
徹
也
氏
（
筑
波
大

学
名
誉
教
授
）
の
キ
リ
ス
ト
教
関
係
史
資
料
・
蔵
書
が
寄
贈
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
、
同
年
五
月
か
ら
一
二
月
に
か
け
て
六
回
に
わ
た

り
、
筑
波
と
札
幌
か
ら
合
計
約
二
〇
〇
箱
分
の
貴
重
な
蔵
書
類
が

移
送
さ
れ
た
。
そ
の
な
か
に
は
外
国
人
宣
教
師
関
係
資
料
も
含
ま

れ
て
い
る
。

　

二
〇
一
九
年
度
に
は
、
立
教
大
学
学
長
を
務
め
た
元
田
作
之
進

関
係
資
料
が
資
料
セ
ン
タ
ー
に
寄
贈
さ
れ
た
。
元
田
作
之
進
の
長

男
稔
氏
か
ら
充
隆
氏
へ
と
移
管
さ
れ
た
資
料
群
で
あ
る
。
そ
の
な

か
に
は
滞
米
中
英
文
日
記
を
含
む
自
筆
の
日
誌
や
手
帳
な
ど
、
貴

重
な
資
料
が
数
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。
二
〇
二
〇
年
度
は
同
資
料

の
デ
ジ
タ
ル
化
、
修
復
、
保
存
の
作
業
を
お
こ
な
っ
た
。
ま
た
、

二
〇
一
八
年
度
よ
り
「
元
田
作
之
進
英
文
日
記
」
の
テ
キ
ス
ト
起

し
と
下
訳
を
行
い
、
二
〇
二
三
年
度
ま
で
に
一
八
九
二
年
一
月
か

ら
一
八
九
四
年
二
月
ま
で
完
了
し
た
。

　

二
〇
二
一
年
度
は
、
フ
ラ
ン
ク
＆
メ
イ
ダ
・
コ
ー
ル
ド
レ
イ

ク
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
整
理
保
存
、
仮
目
録
作
成
作
業
を

開
始
し
、
二
〇
二
三
年
度
に
作
業
を
完
了
し
た
。

　

元
田
作
之
進
の
二
男
茂
氏
か
ら
茂
氏
の
長
男
の
進
氏
に
移
管
さ

れ
た
資
料
に
つ
い
て
も
す
で
に
資
料
セ
ン
タ
ー
が
一
時
的
に
預
か

り
デ
ジ
タ
ル
撮
影
を
お
こ
な
っ
て
返
却
し
た
が
、
二
〇
二
一
年
一

一
月
に
進
氏
か
ら
作
之
進
関
係
の
こ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
資
料
が
資
料

セ
ン
タ
ー
に
寄
贈
さ
れ
た
。

研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
６

　
　
「
立
教
学
院
の
戦
後
」

宮
本
　
正
明

　

本
年
度
は
、
新
規
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
と
し
て
、
一
九
九
八
～

二
〇
〇
二
年
、
二
〇
〇
六
～
二
〇
一
〇
年
に
か
け
て
二
期
に
わ
た

り
立
教
大
学
総
長
を
務
め
た
大
橋
英
五
氏
へ
の
聞
き
取
り
調
査
を

実
施
し
た
。
来
年
度
も
引
き
続
き
、
立
教
関
係
者
へ
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
行
な
い
、『
立
教
学
院
百
五
十
年
史
』
編
纂
の
資
料
と

す
る
予
定
で
あ
る
。

　

ま
た
、
一
九
六
九
年
の
「
立
大
紛
争
」
に
際
し
、
立
教
大
学
写

真
部
に
よ
り
撮
影
さ
れ
た
写
真
約
三
〇
〇
〇
点
が
残
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
り
、
現
在
そ
の
写
真
を
所
蔵
す
る
「
A
A
J
P
S

一
般
社
団
法
人
も
う
一
つ
の
写
真
記
録
」
と
共
同
で
、「
立
大
紛

争
」
参
加
者
と
の
座
談
会
を
開
催
し
た
。
A
A
J
P
S
が
所
蔵
す

る
写
真
は
今
後
、
当
セ
ン
タ
ー
に
寄
贈
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

　

一
方
、
関
係
資
料
の
整
理
・
デ
ジ
タ
ル
化
に
関
し
て
、
立
教
大

学
の
戦
後
史
の
基
幹
資
料
で
あ
る
「
立
教
大
学
庶
務
課
文
書
」
に

つ
い
て
は
、
昨
年
度
に
基
礎
的
な
整
理
が
完
了
し
、
現
在
は
本
資

料
所
収
文
書
の
細
目
レ
コ
ー
ド
を
点
検
し
つ
つ
、
当
セ
ン
タ
ー
の

内
部
用
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
細
目
レ
コ
ー
ド
を
蓄
積
す
る
作
業
を

進
め
て
い
る
。
な
お
、
同
資
料
の
保
存
の
た
め
、
二
〇
二
〇
年
度
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よ
り
、
保
存
容
器
の
入
れ
替
え
作
業
を
実
施
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
昨
年
度
ま
で
の
間
に
、
学
内
発
行
誌
の
『
ニ
ュ
ー
ス
・

セ
ン
ト
ポ
ー
ル　

立
教
大
学
校
友
会
会
報
』（
第
一
号
、
一
九
五

三
年
～
第
二
七
四
号
、
一
九
七
六
年
、
号
外
を
含
む
）
お
よ
び
そ

の
後
継
誌
『
セ
ン
ト
ポ
ー
ル　

立
教
大
学
校
友
会
会
報
』（
第
二

七
五
号
、
一
九
七
六
年
～
第
四
三
七
号
、
二
〇
一
六
年
）
の
第
一

号
～
第
一
〇
九
号
、
第
二
八
三
号
～
第
三
一
〇
号
、
第
三
六
四
号

～
第
四
三
七
号
お
よ
び
第
三
九
三
号
（
別
号
）
ま
で
の
記
事
見
出

し
一
覧
デ
ー
タ
を
作
成
し
、
内
部
用
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
蓄
積
し

て
年
史
編
纂
の
資
料
と
し
た
。

　

加
え
て
、
本
年
度
は
、
既
に
記
事
見
出
し
の
一
覧
作
成
お
よ
び

細
目
レ
コ
ー
ド
の
蓄
積
を
実
施
し
た
学
内
誌
の
『
チ
ャ
ペ
ル
・

ニ
ュ
ー
ス
』
に
つ
い
て
、
第
一
号
（
一
九
五
一
年
六
月
）
～
第
六

二
四
号
（
二
〇
二
二
年
一
一
・
一
二
月
）
の
誌
面
の
デ
ジ
タ
ル
化

作
業
を
実
施
し
た
。

　

以
上
に
述
べ
た
資
料
の
整
理
作
業
や
記
事
目
録
の
作
成
の
ほ
か

に
、
旧
大
学
史
資
料
室
か
ら
引
き
継
い
だ
資
料
の
保
存
・
修
復
処

理
や
、
戦
後
の
立
教
大
学
の
各
部
局
で
保
存
さ
れ
て
き
た
文
書
群

の
新
規
受
け
入
れ
を
行
な
っ
た
。
新
規
に
受
け
入
れ
た
文
書
群
に

は
、「
法
務
研
究
科
移
管
資
料
」
や
「
原
子
力
研
究
所
移
管
資
料
」

（
二
〇
二
二
年
度
）
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
文
書
群
に
つ
い
て

も
順
次
、
整
理
・
保
存
を
進
め
、
立
教
学
院
の
戦
後
史
の
資
料
と

し
て
活
用
し
て
い
き
た
い
。

　
〔
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
・
座
談
会
の
実
施
日
〕

　

・ 

大
橋
英
五
氏
（
二
〇
二
三
年
七
月
二
七
日
）

 

【
老
川
慶
喜
・
太
田
・
宮
本
】

　

・ 「
立
大
紛
争
」
を
め
ぐ
る
座
談
会
（
第
一
回
：
二
〇
二
三
年

一
〇
月
二
五
日
／
第
二
回
：
二
〇
二
三
年
一
一
月
二
四
日
／

第
三
回
：
二
〇
二
三
年
一
二
月
一
二
日
／
第
四
回
：
二
〇
二

四
年
一
月
一
六
日
）

 

【
老
川
・
佐
藤
雄
基
・
太
田
・
宮
本
】




